
2022年 8月 6日                 氏名： 大 上 哲 也   

研究教育業績（過去 5年間） 

I．研究業績  

 １．発表論文  
 
［論文 査読あり］ 
1)朴白順，大上哲也，樫林哲雄，古和久朋，徳田真，小野玲，中野高広，山上徹也，前田潔,“認知機能
能簡易測定ツール「脳活バランサーCogEvo」の有効性についての予備的検討：地域在住高齢者およ
び医療機関受診者を対象として”, Dementia Japan ;36(2):322-335.（2022） 

２)大上哲也,山上徹也,中野高広, 多根井重晴, 高齢者ドライバーにおける主観的認知機能障害と 
自動車の運転行動に関する研究,日本老年薬学会雑誌,第 4巻,第 1 号,p.1-8（2021） 

３) Ichii S, Nakamura T, Kawarabayashi T, Takatama M, Ohgami T, Ihara K, Shoji M,“CogEvo, a 
cognitive function balancer, is a sensitive and easy psychiatric test battery for age-related cognitive 
decline.”,Geriatr Gerontol Int. Mar;20(3):248-255. （2020） 

４) Ito Y, Sanjo N, Hizume M, Kobayashi A, Ohgami T, Satoh K, Hamaguchi T, Yamada M, Kitamoto T, 
Mizusawa H, Yokota T,“Biochemical features of gemetic Creutzfeldt-Jakob desease with caline-to-
isoleucine substisution at codon 180 on the prion portein gene”, Biochem Biophys Res Commun. 
Feb.;496(4):1055-1061.（2018） 

５) 榊原幹夫,土居由有子,大島公惠,大島美岐子,亀井浩行,狭間研至,大上哲也, “認知症研修認定薬剤師制
度ワークショップ基礎編の実施”,日本薬局学会学会誌「薬局薬学」 第 9 巻,第 1号 P143-P149：4月
（2017） 

 
［論文 査読なし］ 
1)大上哲也, 甲斐英朗, 大上今日子,認知症地域貢献活動：青森オレンジ文化祭の実践と効果,青森大学
付属総合研究所紀要,第 21 巻,第 1 号,P41-P45（2020） 
 
［総説］ 
 1) 神保太樹,大上哲也,福沢嘉孝,認知症に対する非薬物療法の評価方法,臨床老年看護,第 25 巻,第 6 号

P46-P53,6 月（2018） 
 
［著書］ 
１) 大上哲也（分担）,セルフケアと OTC医薬品［第 2 版］, ネオメディカル, 238-249, 3月(2022) 
２) 大上哲也（分担）,早期臨床体験テキスト［第 2 版］, ネオメディカル,13 -23, 3 月(2022) 
３) 大上哲也（分担）,わかりやすい薬事関係法規・制度［第 5 版］, 廣川書店,60-67, 178-199, 3 月
(2021) 
 
 



２．学会発表、公開講座、講演 
［国内学会］  
シンポジウム  
1) 鶴ヶ島市主催シンポジウム, 「鶴ヶ島市シルバーeスポーツ」,鶴ヶ島市役所, 7 月（2022） 
2) 第 29 回日本健康体力栄養学会大会, 「高齢者の脳の衰え～いきいき脳健康教室～」,Web(近畿大学), 

2 月（2022） 
3) 第 7回青森地域フォーラム,「認知症早期発見~青森モデル」,青森,2 月（2020） 

4) 第 6回青森地域フォーラム,「青森いきいき脳健康教室 2019」,青森,2月（2019） 

5) 第 5回青森地域フォーラム,「青森いきいき脳健康教室 2018」,青森,2月（2018） 

6) 第 4回青森地域フォーラム,「青森認知症支援プロジェクト」,青森,2 月（2017） 

 
学会発表 
1) 大上哲也, 中野高広, 山上徹也, 宮下幸恵, 對馬真里, 木浪幸恵, 安藤悦子, 若山純子, 大上今日子,
外ヶ浜町「認知症初期集中支援チーム」のコロナ禍における活動,日本認知症学会第 40 回,東京（2021） 

2) 大上哲也、中野高広、山上徹也、大上今日子、榊原幹夫、山本卓資、木浪幸恵,「認知症初期集中支
援チーム」認知症スクリーニング：脳活バランサーの活用,日本認知症学会第 39 回,名古屋（2020） 

3) 山本卓資、今西奈保美、杉本菜々子、白井久嗣、吉田智之、石森喬、大上哲也、小室弘毅、榊原幹夫
健康サポート薬局と地域コミュニティサロンでフレイル予防,日本老年薬学会第 4 回,神戸（2020） 

4) 大上哲也,池畑彰人,中野高広,山上徹也,多根井重晴,認知症，ＭＣＩのスクリーニング：脳活バランサ 
ーの活用,日本認知症学会第 38 回,東京（2019） 

5) 三條伸夫,日詰正樹,伊藤陽子,小林篤史,佐藤克也,大上哲也,浜口毅,山田正仁,北本哲之,水澤英洋,横田 
隆徳,遺伝性 CJD-V180I の脳に蓄積するプリオン蛋白の解明,日本認知症学会第 37 回,札幌（2018） 

6) 大上哲也,山上徹也,河越眞介,齋藤健一,中野高広,認知症ドライバーの早期発見,日本認知症学会第 37 
回,札幌（2018） 

7) 大上哲也,柴田葵,奥崎愛海,木下佑里恵,今井愛生,河越眞介,甲斐英朗,アルツハイマー病型認知症に 
おけるアポリポ蛋白 E の遺伝子解析,日本薬学会東北支部大会,第 56 回,青森,10 月（2017） 

8) 若佐谷佳苗,越後尚恵,奥崎愛海,木下佑里恵,今井愛生,河越眞介,甲斐英朗,大上哲也,神経原線維変化型 
老年期認知症における認知症関連蛋白の遺伝子解析,日本薬学会東北支部大会第 56 回,青森,10 月 
（2017） 

9) 河越眞介,大上哲也,岡原一徳,中野高広,山上徹也,宮木孝昌,廣田敬典,榊原幹夫,根岸一乃,坪田一男, 
三村將,認知症ドライバーの早期発見に関する研究及び推進事業～いきいき脳健康教室～,日本安全
運転・医療研究会 運転に関する合同研究会第 1回,北九州,1 月（2017） 
 

［公開講座］ 
1)大上哲也, 認知症防止の基礎知識, 沖舘市民センター,青森,1月（2020） 
2)大上哲也, 脳トレで脳を活性化しよう,大野市民センター,青森,1 月（2020） 
3)大上哲也, いきいき脳健康教室, 浪岡中央公民館,青森,1月（2020） 
4) 大上哲也,認知症の早期発見と予防,横内市民センター,青森,4月（2019） 
5) 大上哲也,いきいき脳健康教室,沖舘市民センター, 青森,1 月（2019） 
6) 大上哲也,いきいき脳健康教室,浪岡町公民館, 青森,1 月（2019） 



7) 大上哲也,いきいき脳健康教室,総合福祉センター外ヶ浜, 青森,1月（2019） 
8) 大上哲也,いきいき脳健康教室,大野市民センター, 青森,1 月（2019） 
9) 大上哲也,いきいき脳健康教室,三戸中央公民館,三戸,10 月（2018） 
 
 [講演、セミナー、地域貢献活動] 
1) 大上哲也（代表）, いきいき脳健康教室, 岩槻市,5 月（2022） 
2) 大上哲也（代表）, いきいき脳健康教室, 上尾市,7 月（2022） 
3) 大上哲也, 基調講演,いきいき脳健康教室～いきいきとした脳を保つために,埼玉県伊奈町民生委員・

児童委員協議会全体研修会,埼玉,9月（2020） 
4) 大上哲也, 基調講演,いきいき脳健康教室～いきいきとした脳を保つために,埼玉県伊奈町民生委員・

児童委員協議会全体研修会,埼玉,9月（2020） 
5) 大上哲也,基調講演,高齢者における薬物療法の留意点,認知症の人と家族の会,青森,5 月（2019） 
6) 大上哲也,認知症の早期発見と予防,横内市民センター,青森,4月（2019） 
7) 大上哲也,認知症の早期発見と予防,社会福祉協議会セミナー,青森,2 月（2019） 
8) 大上哲也,基調講演,認知症の方々の杖になれるように,青森労働局セミナー,青森,2月（2019） 
9) 大上哲也,認知症の早期発見と予防,青森地域フォーラム,青森,2月 2019 年 
10) 大上哲也,認知症サポーター養成講座,富国生命,リンクステーションホール青森,青森,12 月（2018） 
11) 大上哲也,認知症について,地域包括ケアフォーラム,アピオ青森,青森,10 月（2018） 
12) 大上哲也,認知症の予防,沖舘市民センター,青森,8月（2018） 
13) 大上哲也,高齢者の薬物治療の留意点,青森県老人福祉協会 施設ケアマネ研修会,青森, 10 月（2018） 
14) 大上哲也,認知症サポーター養成講座,大野市民センター,青森,10 月（2018） 
15) 大上哲也,認知症の支援,平内カレッジ,平内町,9 月（2018） 
16) 大上哲也,働くってかっこいい,小学生対象,大野小学校,青森,9月（2018） 
17) 大上哲也,認知症の予防,北部市民センター,青森，8月（2018） 
18) 大上哲也,認知症支援プロジェクト 2017,青森地域フォーラム,青森,2 月（2018） 
19) 大上哲也,高齢者の薬物治療の留意点,弘前大学医学部学生対象,弘前大学,弘前,2 月（2018） 
20) 大上哲也,認知症について,青森南地域包括連絡会,青森,1月（2018） 
21) 大上哲也,高齢者の薬物治療の留意点,弘前大学医学部学生対象,弘前大学,弘前,2 月（2017） 
 
３．その他特筆すべき研究業績  
［研究費の受入状況］  
＜共同研究＞ 
・大上哲也（代表）, 軽度認知障害（MCI）のスクリーニング手法の研究開発,小林製薬株式会社, 500,000
円,（2022～2026） 

・大上哲也（代表）,認知症の早期発見をめざした「医療機関・医療連携モデル」の構築に関する研究,株
式会社トータルブレインケア,300,000 円,（2018～2020） 

・大上哲也（代表）,脳活バランサーに関する研究,株式会社生命科学インスティテュート並びに株式会
社トータルブレインケア,1,000,000 円,（2017～2019） 

・大上哲也（代表）,医療機関・調剤薬局（保険薬局）の認知症早期発見の取り組み,株式会社トータルブ
レインケア,300,000円,（2017～2024）  



＜科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）＞ 
・大上哲也（代表）, 令和 4 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）,軽度認知障害（MCI）の
スクリーニング手法の開発, 課題番号 2 2 K 1 1 2 7 0,  助成額 4,160,000 円,（2022～2026） 
 
＜公益財団法人青森学術文化振興財団助成事業＞ 
・大上哲也（代表）,認知症初期集中支援チームに有用な認知症早期発見評価方法に関する臨床研
究,276,000円,（2019） 

・大上哲也（代表）,公開講座～認知症の早期発見と予防,248,000円,（2019） 
・大上哲也（代表）,青森オレンジ文化祭,第 5 回,151,000 円,（2018） 
・大上哲也（代表）,公開講座～いきいき脳健康教室, 288,000 円,（2018） 
・大上哲也（代表）,青森オレンジ文化祭,第 4 回, 191,000円,（2017） 
・大上哲也（代表）,認知症対策に関する地域振興研究～認知症ドライバーの早期発見に関する研
究,391,000円,3 月（2017） 

 
＜独立行政法人 国立青少年教育振興機構 子ども夢基金助成活動＞  
大上哲也（代表）  中学生・高校異性対象セミナー,日本認知症学会後援 
・ミクロの世界へ～認知症の脳・神経細胞を顕微鏡で観察してみよう,9月,332,000 円,（2019） 
・ミクロの世界へ～認知症の脳・神経細胞を顕微鏡で観察してみよう,9月,310 千円,10 月（2018）  
・ミクロの世界へ～認知症の脳・神経細胞を顕微鏡で観察してみよう, 10月,295000,（2017） 
 


